
令和３年度 熊本県立天草拓心高等学校
「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」

第２回コンソーシアム会議
「マザー・サークル会議」説明資料

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい



熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

Ⅰ 令和３年度研究計画



熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

（１）天草を変革するための具体的方策を地域と共に形に
する。

（２）起業及び就農のための学習を強化する。
（３）グローバル課題（SDGｓ）と関連付けた地域課題の学習
（４）これまでの学習の成果を形にする。（各種コンテスト等
への挑戦・メディアへのPR等）

（５）ＡＯＬＡ（天草拓心版オーダーメード学習評価法）を完成
させる。

１ 今年度の重点目標
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（１）天草を変革するための具体的方策を地域
と共に形にする。

進路指導

プロジェクト学習

自己認識
自分に何ができるか。
何をするべきか。

進路実現
進路選択のミスマッチを
なくし、離職率の低下、や
り甲斐のある職業地域の大人と対話的に学習

を進めることで、職業人とし
ての資質・能力を育成する。

令和元年度から進めてきた学習について、学習の記録等を通して自己認識に繋げる。
また、プロジェクト学習の成果を形にすることで、キャリアアップの基礎としていきたい。

２ 具体的取組
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２ 具体的取組

（２）起業及び就農のための学習を強化する。
プロジェクト学習

起業 就農

起業家との連携・
協働を進め、地域
でできる商売の基
本的な方法論につ
いて学習する。

ＯＢ・地元農家と
の連携しながら、
就農の魅力や方法
等を実践的に学習
していく。

経営シミュレーション

現在、取組んでいるプロジェクト
学習の内容について、ビジネスプ
ランの作成及び各種コンテストへ
の挑戦等



１ 事業説明
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２ 具体的取組

（３）グローバル課題（ＳＤＧｓ）と関連付けた地
域課題の学習

プロジェクト学習

地域課題 社会問題

グローバル課題（ＳＤＧｓ）

地域外で起こって
いる社会問題等が
メインとなり、食
の安全性などが
テーマとなる。

プロジェクト学習
で取組む最も生徒
に近い課題

「持続可能な開発目標」１７項目の
ゴールを目指したグローバル課題



１ 事業説明
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２ 具体的取組

（４）これまでの学習の成果を形にする。
プロジェクト学習の取り組みによる成果を、メディアへの
発信や高校生対象の各種コンテストに挑戦する。

全国高校生対象コンテスト等

主催団体 大会名等 備考

１ 日清製粉グループ 全国高校生料理コンクール

２ 日本経済大学 全国高校生ビジネスアイデアコンテスト

３ 全国農業協同組合中央会、毎日新聞社 全国高校生農業アクションコンテスト

４ 日本政策金融公庫 高校生ビジネスプラン・グランプリ

５ ＮＥＸＴ ＴＯＵＲＩＳＭ 観光甲子園

６ 伊豆の国市役所農業商工課 全国高校生パンコンテスト

７ 日本経済新聞社 日経エデュケーションチャレンジＳｐｅｃｉａｌ

８ 一般社団法人ナレッジキャピタル ナレッジイノベーションアワード

９ 株式会社マイナビ 課題解決ＰＪ オンライン

10 一般社団法人未来教育推進機構 ＳＤＧｓ探究ＡＷＡＲＤＳ

11 内閣府地方創生推進室 地方創生☆政策アイデアコンテスト

12 地方創生ワカモノ会合事務局 ＳＤＧｓまちづくりアイデアコンテスト

13 福井県農林水産部 全国高校生食育王選手権大会

14 公益社団法人ジュニア・アチーブメント日本 高校生のためのソーシャルビジネス企画コンテスト

15 産経新聞社 スイーツ甲子園

16 桜美林大学 高校生ビジネスアイデア・コンテスト

17 モンドセレクション 品質ワールドセレクション ラベル認証

研究項目グループ テーマ

文部科学省「地域との協働による高等学校教育改革推進事業（プロフェッショナル型）」プロジェクト研究計画一覧（令和３年度計画）

ステージ別によるプロジェクト研究計画 令和３年度目標 最終目標

1
生物生産科

１-１班

デンソーの持つ

コッコミクサＫＪを

使用して、地域

課題を解決する

ための研究

大江地域の養豚農家

と連携し、コッコミクサ

ＫＪの効果を実証す

る。また、大江地域の

住民にアンケート調査

を実施する。養豚農

家の評価3.0以上/住

民の評価4割増以上

コッコミクサＫＪの

家畜飼料化に向け

た製品モデルの作

成。

農家満足度8割以

上

地域住民の評価

3.5以上（4段階）

4月 11月 12月 1月 2月 3月
●近隣農家・住民の評価

アンケート●研究結果分

析

●行政機関へのプレゼン

●飼料会社へプレゼン

●製品化モデルの作成

●年次大会

出場

●発表準

備・資料作

成

●大江地域での聞き取り調査

●飼料会社を視察研修

●天草市役所訪問・協議

●製品化モデルの作成

●経営力育成研修

●大江地区周辺等のアンケート調査（１１月～２月）

●連携農家及びデンソーとの中間報告会

●成果発表会（１月）●養豚組合への成果報告会（２月）

●データの分析、デンソーとの合同評価会（３月）

●近隣農家の評価アンケート（２月～４月）

5月 6月 7月 8月 9月

2
生物生産科

２班

天草産ドライベジ

タブルの研究開

発～規格外野菜

の有効活用～
●包装資材の検討（５月～）

●販売方法の検討（６月～）

●ドライベジタブルの試作（６月～）

●校内中間発表会（６月）

●アンケート調査（７月～）

●ドライベジタブルの試作及びアンケート調査

●価格決定（１０月）

●店舗等への販売依頼（１０月）

●ドライベジタブル販売（１１月～）

●研究記録のまとめ・成果発表（１２月）

10月

野菜に適した乾燥時

間および水分量の確

立。

ドライベジタブルの製

品化および地域店舗

での販売

規格外野菜を用い

た天草産ドライベ

ジタブル製品の普

及
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3月
●タイベックシート設置　　　　●普及方法と付加価値販売の検討、研修　　　　　　●収穫、袋掛け

●調査（果実肥大、重量、糖度等）●品種「天草」について勉強会、視察等

●調査結果集計、まとめ

●果実品質向上と次年度の取り組みについて検討

5
食品科学科

５班

晩柑を利用した

加工品開発

～目指せ天草の

魅力発信と地域

活性化～

12月 1月 2月

3月
●ホップの試験栽培（４～９月）
　　誘引、追肥、剪定、収穫
●誘引方法の違いによる収量比較試験（４～９月）
●栽培に関する勉強会（４月～）　荒木さん（五和町）

●研究のまとめ（１０～１月）
4

生物生産科

４班

農業の魅力発信

に関する研究

～ホップ栽培の

可能性を探る～

3
生物生産科

３班

品種「天草」の高

糖度高品質化に

よる普及と付加

価値栽培
12月 1月

2月

・試食・販売会を行う。

・加工品開発に向けてＰＤ

ＣＡを４サイクル回す。

・地域の現状を理解し、加

工品開発に伴う成果と将来

の展望を自分の言葉で話

すことができるる。

晩柑を活用した加

工品開発を行い、

企業と連携し商品

販売を行い、天草

の魅力発信と地域

活性化につなげ

る。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 3月
●研究目標設定

●計画立案

●調査

●試作

●地元製菓店からの評価

●ＨＡＣＣＰ講習会

●アンケート評価

●原価計算

●生産農家

訪問

●試作

●講演会

●試作

●食品表示

研修

●試作

●企業と連携して商品販

売

●研究まとめ

●発表スライドまとめ

●課題

研究発表会

7
食品科学科

７班

オリーブを利用し

た加工品開発

～目指せ天草の

魅力発信と地域

活性化～

・試食・販売会を行う。

・加工品開発に向けてＰＤ

ＣＡを４サイクル回す。

・地域の現状を理解し、加

工品開発に伴う成果と将来

の展望を自分の言葉で話

すことができるる。

オリーブを活用し

た加工品開発を行

い、企業と連携し

商品販売を行い、

天草の魅力発信と

地域活性化につな

げる。

4月 5月 6月 7月 8月

6
食品科学科

６班

ビワを利用した

加工品開発

～目指せ天草の

魅力発信と地域

活性化～

・試食・販売会を行う。

・加工品開発に向けてＰＤ

ＣＡを４サイクル回す。

・地域の現状を理解し、加

工品開発に伴う成果と将来

の展望を自分の言葉で話

すことができるる。

ビワを活用した加

工品開発を行い、

企業と連携し商品

販売を行い、天草

の魅力発信と地域

活性化につなげ

る。

4月 5月 6月 7月 8月 3月
●研究目標設定

●計画立案

●調査

●試作

●地元製菓店からの評価

●ＨＡＣＣＰ講習会

●アンケート評価

●原価計算

●生産農家

訪問

●試作

●講演会

●試作

●食品表示

研修

●試作

●企業と連携して商品販

売

●研究まとめ

●発表スライドまとめ

●課題

研究発表会

9月 10月 11月 12月 1月

オリジナル石けんのコ

ンセプト及びターゲッ

トとする客層を明確に

し、試作品を完成させ

る。商品化に向けた価

格の設定及びパッ

ケージデザインを決

める。

外部連携回数：２回

校外学習：３回

安心・安全な天草

の資源を活用した

天草石けんの完

成及び商品化の

実現

4月 5月 6月 7月 8月

3月
●研究目標設定

●計画立案

●調査

●試作

●地元製菓店からの評価

●ＨＡＣＣＰ講習会

●アンケート評価

●原価計算

●生産農家

訪問

●試作

●講演会

●試作

●食品表示

研修

●試作

●企業と連携して商品販

売

●研究まとめ

●発表スライドまとめ

●課題

研究発表会

9月 10月 11月 12月 1月 2月

3月
●石けんの試作（４月～５

月・２、３年生）●Ｌａｄｙｂｕ

ｇ豊田委員とのリモートに

よる情報共有（５月・２、３

年生）

●石けんの試作（６月～７月・２、３年

生）●ナノバブルを石けんに取り入れる

ための研究（６月・２年生）●天草宝島起

業塾への参加（７月～８月・２年生）

9
生活科学科

９班

地域と連携し、需

要が落ち込んで

いる生花の消費

拡大に向けた研

究

12月 1月

●試作品のサンプリング方法の決定（１

０月）●石けんのラッピング方法の決定

（１１月）●天草拓心祭におけるサンプリ

ング及びアンケートの実施（１１月）

●成果発表会（１２月）

●発表の評価（１月・２、３年生）

●記録のまとめ（２月・２年生）

9月 10月 11月 12月 1月 2月

8
生活科学科

８班

天草の魅力ある

オリジナル石け

んを作り、新商品

を開発するため

の研究

冷凍せんだごの開発

と継承活動

「冷凍せんだご」

の商品化の実現。

4月 5月 6月 7月 8月

2月 3月
●花の活用①「ハーバリウ

ムの作成」（４月～５月・２

年生、３先生）●体育大会

における母の日のサプライ

ズ（５月・３年生）

●「天草の花き産業」について講話（７

月）●天草宝島起業塾への参加（７月～

８月・２年生）●被服製作実習

●フラワーアレンジメントの作成現場の

視察（１０月・２、３年生）●天草拓心祭

のファッションショーで使用するブーケの

作成（１１月・３年生）●天草市花き生産

農家の視察（１２月・２年生）

●成果発表会（１２月）

●卒業生が使用するコサージュの作成及び卒業式で

装飾されるアレンジメントの作成（２月・２年生）

天草の花き産業につ

いての理解を深める、

フラワーデザインの基

礎基本を習得し、実際

に作品を完成させる。

外部連携回数：２回

校外学習：２回

天草産の生花を活

用したファッション

ショーで地域の

方々に花の魅力を

PRする。そして生

花の消費拡大に

繋げる。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

3月

11
生活科学科

１１班

食と農、福祉を繋

げ、農業体験学

習を企画から実

践まで行う事で

生涯学習の実践

を行う。

12月 1月 2月

●冷凍せんだごの試作（６月～７月・２、３年生）●せんだご汁レシピ

の動画制作（６月・２年生）●天草宝島起業塾への参加（７月～８月・

２年生）●崎津「南風屋」、下田「ブルーガーデン」視察（７月～８月）

●商品化のための事業所等への協力依頼（８月～）

●商品化のための事業所等への協力依

頼（９月～１１月）●天草拓心祭における

試食及びアンケートの実施（１１月）●ふ

るさと食の名人による講習会（１２月・２

年生）

●成果発表会（１２月）

●発表の評価（１月・２、３年生）

●記録のまとめ（２月・２年生）

3月
●保育園へのアンケート（４月～５月・３先生）●ズッキーニの栽培と

ズッキーニを活した料理の試作（４月～）●イモの栽培とイモを活用し

た料理の試作（４月～）●保育園児とのイモ掘り企画準備（４月～８

月）●保育園実習での農業体験講座の企画（５月～）●農作物の販

売実習でのチラシ作成（４月～）●福祉施設での寄せ植え体験講座

の企画（４月～）●天草宝島起業塾への参加（７月～８月・２年生）

●販売実習でのチラシ配付●福祉施設

での寄せ植え体験講座（１０月～）●保

育園児とのイモ掘り実施（１１月・３年生）

●保育園実習での農業体験講座の実施

（１１月・３年生）

●成果発表会（１２月）

●発表の評価（１月・２、３年生）

●記録のまとめ（２月・２年生）

●保育園実習（３月・２年生）

9月 10月 11月 12月 1月 2月

10
生活科学科

１０班

郷土料理「せん

だご汁」の伝承

および冷凍せん

だの商品開発す

るための研究。

各種講座の企画案の

作成と講座の実施

生涯学習講座を開

設し、子供からお

年寄りまで幅広い

世代に「食と農」の

魅力を伝える。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

高品質果実の栽培方法の

確立と改善、模索

高糖度果実の商

品化、付加価値販

売4月 5月

●ホップの栽培管理

方法を知る。

●誘引方法の検討

し、試験栽培に繋げ

る。

●勉強会　３回

天草地域における

ホップ栽培で農業

の魅力発信と耕作

放棄地解消に繋

げる

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

6月 7月 8月 9月 10月 11月 2月

試作品・試作品評価

Ｒ３年度の研究活動

市場評価

Ｒ３年度の研究開発

研究準備

試作品・試作品評価 市場評価

Ｒ２年度の研究活動

Ｒ２年度の研究活動

試作品・試作品評価 市場評価

Ｒ２年度の研究活動

試作品・試作品評価 市場評価

研究開発 試作

Ｒ２年度の研究開発

研究準備

Ｒ３年度の研究開発

Ｒ３年度の研究開発

Ｒ３年度の研究活動

Ｒ３年度の研究活動

研究準備

ファッションショーの実践アレンジメントの実施・活動の評価

試作品・試作品評価 製造・市場評価 評価（商品完成）

評価

農業体験講座の企画と実施

試作品・試作品評価 評価

評価

Ｒ３年度の研究活動

Ｒ３年度の研究活動

試作品・試作品評価

Ｒ３年度の研究活動

試作品・試作品評価



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

２ 具体的取組

（５）ＡＯＬＡを完成させる。

令和２年度までの成果として、ルーブリック評価、アンケート
評価、ポートフォリオ評価による生徒の変容を捉えてきた。

令和３年度に取組むこと

ＡＯＬＡを完成させるために、ルーブリック評価を各教科へ
落とし込み、生徒による目標設定を明確にした上で授業で
の生徒の変容を捉えていく。今年度中の完成を目指す。

※ＡＯＬＡ（天草拓心版オーダーメード学習評価法）



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

１ 資料集作成の目的

（１）生徒の学習の補助教材として作成
（２）一年次に地域理解及び地域課題の発見

に繋げたい。
（３）教科書・インターネットでは得られない情

報がほしい。
（４）資料を用いて、興味・関心を得たことを課

題研究型学習に繋げたい。
（５）コンソーシアム全体で共有し、人材育成

のために作成することが大切となる。

※会議資料Ｐ７



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

２ 資料集の概要

（１）表紙・目次
（２）地域の概要（人口の推移、農業人口、農業産出額など）
（３）地域の特産物・文化・風土・環境
（４）農業資源
ア 野菜
イ 草花
ウ 果樹
エ 畜産
オ 作物（水稲）

（５）加工品等
ア 食品加工
イ 工芸品等

（６）福祉・保育等
（７）先端技術（スマート農業等に関する資料）
（８）ビジネス・企業・起業（※補助制度や相談機関など含む）
（９）観光
（10）地域の課題と魅力のまとめ

作成例（カテゴリ別）



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

２ 資料集の概要

（１）共通理解事項
ア 生徒が授業の中で使用する資料集
イ ローカル・サークル委員は地域内部の情報
提供
ウ マザー・サークル委員は地域外の社会情勢
やグローバルな情報、地域外から見た天草の
魅力等を資料及び助言等の提供

資料集作成のポイント



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

２ 資料集の概要

（２）資料の使い方
ア 一年次に興味・関心を持たせる資料として使
用したい。（昨年度からの課題事項）

資料集作成のポイント

様々な面で課題を抱える生徒

地域・農業への興味・関心を高める材料とし
て使用し、地域課題解決への糸口としたい。



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

２ 資料集の概要

（２）資料の使い方
イ 二年次から三年次に掛けて実践した課題
解決型学習のノウハウ等を資料にブラッシュア
ップさせ、更に次年度の新入生に提供する。
資料集をとおして、地域ぐるみでＰＤＣＡを回す
ことに繋げる。

資料集作成のポイント

就農方法や課題解決型学習の実践例、地域
農業の課題、社会情勢、グローバル課題など、
最新の情報を年度ごとに盛り込んでいく。



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

２ 資料集の概要

（２）資料の使い方
ウ 資料の作成
（ア）作成は、会議資料Ｐ９のフローに沿って実施
していく。１２月までに資料集の形を作る。

（イ）コンソーシアム会議では、委員の立場から
「生徒に理解してほしいこと」、「今後、職業人
として必要になること」などのカテゴリを厳選し、
意見を出した上でまとめていきたい。

資料集作成のポイント



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

３ ローカル・サークル会議議事より

４ 委員からの指導・助言
※会議資料Ｐ９

（１）プロジェクト学習の内容を盛り込んだ方がよい。
グローバル課題であるＳＤＧｓの内容を入れる。

（４）この資料集は高校生や地域の宝となる。早めに役割
分担をした方がよい。

（２）就農する生徒のために、天草管内の農家収支
等を入れるとよい。

（３）専門分野ごとに担当者と連携して資料を持ち
寄ればスムーズにできる。

（５）どこまで載せるのかを明確にする。農家の生徒がいな
い現状で、興味・関心を持たせることが大切である。



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

３ ローカル・サークル会議議事より

５ 校内の対応
（１）「何を学んでほしいか」、「何を学びたいか」を整理して
委員との情報交換を行っていく。
（２）生徒が「苦労したこと」、「分かりにくかったこと」、「知り
たかったこと」を吸い上げ、校内で情報共有することが大
切である。
（３）作成例：別紙資料Ⅱ
※畜産資料

※会議資料Ｐ９



１ 事業説明

熊本県立天草拓心高等学校
地域の未来を拓く学校でありたい

３ ローカル・サークル会議議事より

５ 校内の対応
（４）構想フロー

※会議資料Ｐ９


